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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月7日(2009.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークを介する送信側エンドポイントと1つまたは複数の受信側エンドポイ
ントとの間のメディア通信のためのシステムにおいて、前記ネットワークが、各エンドポ
イントへの、または各エンドポイントからのより信頼性の高いメディア移送リンクを含む
1つまたは複数の階層化メディア移送リンクを有するシステムであって、
　送信されるメディアをいくつかの異なるフレームタイプを有するスレッド化コーディン
グ構造内のフレームとして符号化するエンコーダであって、前記フレームが基準フレーム
のシーケンスを含むエンコーダと、
　受信したメディアを、その中の基準フレームに基づいて復号化するデコーダと、
　前記より信頼性の高い移送リンクを介する前記１つまたは複数の受信側エンドポイント
への信頼性の高い移送のための、タイプ(「R」)と指定されるスレッド化コーディング構
造内のフレームの特定の選択サブセットとを含み、
　前記タイプRの前記フレームの前記サブセットが、前記スレッド化コーディング構造内
の最低の時間層の少なくとも前記フレームを含むように特に選択され、それによって前記
デコーダが、パケット紛失またはエラーの後に、前記タイプRの確実に受信したフレーム
に基づいて、受信したメディアの少なくとも一部を復号化することができ、その後に、前
記エンコーダと同期されるシステム。
【請求項２】
　タイプRフレームを処理する処理モジュールをさらに備え、前記処理モジュールが前記
エンコーダ、および/または前記デコーダ、および/または前記より信頼性の高いメディア
移送リンクの端部の中間ネットワークサーバに配置される請求項1に記載のシステム。
【請求項３】
　単層、スケーラブルコーデック、およびサイマルキャストコーデックのうちの少なくと
も1つを含む請求項1に記載のシステム。
【請求項４】
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　H.264 AVCに準拠するコーデックを含み、前記より信頼性の高い移送リンクを介する前
記デコーダへの信頼性の高い移送のための前記タイプRの前記フレームの前記特定の選択
サブセットが、長期基準ピクチャとしてマークされるフレームを含み、前記デコーダによ
る前記タイプRの確実に受信された基準フレームに基づく受信されたメディアの少なくと
も一部の復号化が、MMCOコマンドによって制御される請求項1に記載のシステム。
【請求項５】
　前記タイプRの前記基準フレームの信頼性の高い移送が、Acknowledgment(ACK)メッセー
ジおよび/またはNo Acknowledgment(NACK)メッセージのプロトコルに基づく、前記より信
頼性の高い移送リンクを介する再送信を含む請求項1に記載のシステム。
【請求項６】
　前記より信頼性の高い移送リンクを介する前記デコーダへの信頼性の高い移送のための
、タイプRと指定される前記フレームの前記特定の選択サブセットが、イントラマクロブ
ロックおよびインターマクロブロックを含み、前記エンコーダが、パケット紛失、または
新しいエンドポイントが現通信セッションに参加することに応答して、将来のピクチャを
コーディングする際のイントラマクロブロックの割振りを再計算する信頼性およびランダ
ムアクセス(RRC)モジュールをさらに備える請求項5に記載のシステム。
【請求項７】
　前記エンコーダおよび前記ネットワーク内の任意の中間サーバが、事前設定された時間
枠を有するタイマを備え、前記タイプRのフレームの信頼性の高い移送が、設定された時
間枠内にACKメッセージを受信しないことに基づく、前記より信頼性の高い移送リンクを
介する再送信を含む請求項5に記載のシステム。
【請求項８】
　前記タイプRの基準フレームの信頼性の高い移送が、NACKメッセージの受信に基づく、
前記より信頼性の高い移送リンクを介する再送信を含む請求項5に記載のシステム。
【請求項９】
　通信ネットワークを介する送信側エンドポイントと1つまたは複数の受信側エンドポイ
ントまたはサーバとの間のメディア通信のためのシステムであって、
　送信されるメディアを、最低の時間層を含むいくつかの異なる層を有するスレッド化コ
ーディング構造内のフレームとして符号化するエンコーダを備え、
　送信されるフレームがデータ要素を含み、
　前記データ要素が、
　　　最低の時間レベルフレームについて、前記フレームを特定するシーケンス番号、及
び、
　　　他の時間レベルフレームについて、復号化順で最新の、最低の時間レベルフレーム
のシーケンス番号に対する基準を、示すものであり、
　それによって受信側エンドポイントまたはサーバが、参照されるフレーム索引（インデ
ックス）に対応するフレームが前記受信側エンドポイントまたはサーバで受信されたかど
うかを検査することにより、最低の時間レベルフレームが紛失したことを検出することが
できるシステム。
【請求項１０】
　前記データ要素がさらに、各空間層または品質層に関連する系列番号を示し、前記受信
側エンドポイントまたはサーバが、参照される系列番号およびシーケンス番号に対応する
フレームが前記受信側エンドポイントまたはサーバで受信されたかどうかを判定すること
により、特定の空間層または品質層の最低の時間レベルフレームが紛失したかどうかを検
出する請求項9に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記データ要素が、前記パケット内の最低の時間層フレームまたはそのフラグメントの
存在を示すフラグを含む請求項9に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記ネットワーク内の受信側エンドポイントまたはサーバが、前記受信側エンドポイン
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トまたはサーバの、紛失Rフレームまたはフレームの部分の検出に応答して、否定応答メ
ッセージを送信し、
　前記否定応答メッセージが、前記紛失フレームのシーケンス番号と、前記紛失フレーム
層を示す系列番号と、前記シーケンス番号によって示されるフレームの後に続くフレーム
も紛失したことを示す情報とを含む請求項11に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ネットワーク内の前記送信側エンドポイントまたはサーバが、前記否定応答メッセ
ージの受信時に、前記紛失フレームが最近のフレームによって置換されたかどうかをチェ
ックし、それに応じて、前記送信側エンドポイントまたはサーバが、置換されていない場
合に前記紛失フレームを再送信し、または前記紛失フレームが置換された場合に、置換さ
れた前記紛失フレームを含むフレームの範囲の指示と共に、前記最近のフレームを送信す
る請求項12に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記エンコーダがH.264 SVCに準拠し、前記データ要素が、SVC要素に関するNALユニッ
トヘッダ拡張で搬送される請求項9に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記データ要素が、SVCに関するNALヘッダ拡張内に追加のバイトを含み、SVCに関するN
ALヘッダ拡張内のフラグが、前記追加のバイトの存在を知らせる請求項14に記載のシステ
ム。
【請求項１６】
　前記データ要素が、最低の品質層のピクチャで使用されない、SVCに関するNALヘッダ拡
張内にFGSコーディングに関するビットを含む請求項14に記載のシステム。
【請求項１７】
　少なくとも1つのブリッジをさらに備え、前記ブリッジが前記送信側エンドポイントと
前記1つまたは複数の受信側エンドポイントに接続され、前記送信側エンドポイントと前
記1つまたは複数の受信側エンドポイントの間のメディア通信が前記少なくとも1つのブリ
ッジを介して行われるようになっており、前記少なくとも1つのブリッジが前記送信側エ
ンドポイントから前記タイプRのフレームのサブセットを信頼性高く受信し、前記タイプR
のフレームのサブセットを前記1または複数の受信側エンドポイントに配信するように構
成される請求項1に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つのブリッジが、輻輳し、メディアパケットを常にドロップしている
が、前記送信側エンドポイントに対して前記タイプRの前記基準フレームの肯定応答受信
をレポートする受信側エンドポイントまたは別のブリッジに対して、接続を介して前記タ
イプRの基準フレームを再送信し、それによって他の受信側エンドポイントおよびブリッ
ジに対する通信が、輻輳している前記接続の影響を受けない請求項17に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記少なくとも1つのブリッジおよび/または送信側エンドポイントが、最低の時間層フ
レームのイントラフレームをキャッシュし、パケット紛失に応答して、または新しい受信
側エンドポイントが通信セッションに参加することに応答して、前記イントラフレームを
受信側エンドポイントまたは別のブリッジに送信する請求項17に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記送信側エンコーダが、周期的イントラマクロブロックを使用して、前記少なくとも
1つのブリッジによって送られた前記イントラフレームが前記受信側エンドポイントで使
用された後にドリフト除去を実施する請求項19に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記エンコーダが、前記送信側エンドポイントおよび/または前記少なくとも1つのブリ
ッジでキャッシュされる切換えスライスピクチャ(SI)を生成し、キャッシュされるSIピク
チャが、要求時、および/または受信側エンドポイントが通信セッションに新しく加入す
ることに応答して、受信側エンドポイントおよび/または他のブリッジに送信される請求
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項19に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記少なくとも1つのブリッジが、すべての最低の時間層ピクチャを復号化し、その結
果をキャッシュし、前記少なくとも1つのブリッジが、パケット紛失のために、または通
信セッションに新しく加入しているために最新のキャッシュ済みフレームのイントラバー
ジョンを要求する受信側エンドポイントおよび/または他のブリッジに、最新のキャッシ
ュ済みフレームのイントラバージョンを送信する請求項19に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記エンコーダが、他のピクチャで参照されないイントラピクチャを生成および送信し
、前記イントラフレームが、前記少なくとも1つのブリッジ上にキャッシュされ、キャッ
シュされたイントラフレームが、パケット紛失に応答して、および/または前記受信側エ
ンドポイントが通信セッションに新しく加入することに応答して、明示的な要求時にだけ
、受信側エンドポイントおよび/または他のブリッジに送信される請求項19に記載のシス
テム。
【請求項２４】
　前記エンコーダが、冗長イントラフレームまたはスライスを生成および送信し、前記冗
長イントラフレームまたはスライスが、前記少なくとも1つのブリッジ上にキャッシュさ
れ、前記冗長イントラフレームまたはスライスが、パケット紛失に応答して、および/ま
たは前記受信側エンドポイントが通信セッションに新しく加入することに応答して、明示
的な要求時にだけ、受信側エンドポイントおよび/または他のブリッジに送信される請求
項19に記載のシステム。
【請求項２５】
　NACKメッセージが、パケットの受信の際の非受信またはエラーを示すのに使用され、中
間ブリッジまたは受信側エンドポイントが、パケット紛失の検出時に、上流側ブリッジま
たは前記送信側エンドポイントにNACKメッセージを直ちに送信する請求項17に記載のシス
テム。
【請求項２６】
　肯定ACKメッセージが、パケットの受信を示すのに使用され、中間ブリッジが、すべて
の下流の受信側およびブリッジから肯定的ACKメッセージを受信した後に、上流側ブリッ
ジまたは前記送信側エンドポイントに単一の集約ACKメッセージを送信する請求項17に記
載のシステム。
【請求項２７】
　肯定的ACKメッセージが、エラーのないパケットの受信を示すのに使用され、中間ブリ
ッジが、送信側からのエラーのないパケットの受信時に、下流の受信側および/またはブ
リッジからの別のACKメッセージを待機することなく、肯定的ACKメッセージを生成する請
求項17に記載のシステム。
【請求項２８】
　送信されたメディアをスレッド化コーディング構造内のフレームとして符号化する前記
エンコーダが、事前設定されたスケジュールに従って、送信のために前記タイプRのフレ
ームを符号化する請求項1に記載のシステム。
【請求項２９】
　送信されたメディアをスレッド化コーディング構造内のフレームとして符号化する前記
エンコーダが、前記タイプRの特定の送信されたフレームを、すべての所期の受信側によ
る前記特定のフレームの受信を確認した後の将来の使用のための基準ピクチャとして指定
する請求項1に記載のシステム。
【請求項３０】
　送信されたメディアをスレッド化コーディング構造内のフレームとして符号化する前記
エンコーダが、何らか所期の受信側による前記特定のフレームの高信頼性送信の失敗時に
、将来のための候補基準ピクチャとしての前記タイプRの特定のフレームを放棄する請求
項29に記載のシステム。
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【請求項３１】
　前記タイプRの前記基準フレームの信頼性の高い移送が、前記より信頼性の高い移送リ
ンクを介する再送信を含み、前記デコーダが、すべての再送信された最低の時間層フレー
ムを、現在表示するには受信が遅すぎる場合であっても迅速に復号化することにより、エ
ラーの後に前記エンコーダと再同期し、または新しい参加者としての通信セッションへの
進入時に前記エンコーダと同期する請求項1に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記スレッド化コーディング構造が、少なくとも高解像度層および低解像度層を含み、
前記エンコーダが、その両方の層で周期的イントラマクロブロックを伴う単一ループ空間
スケーラビリティコーディングを使用し、
　前記デコーダが、低解像度層データを復号化し、アップサンプリングして表示すると同
時に、高解像度層データを受信および復号化するが、ドリフトが除去されるまでは表示し
ないことによって低解像度から高解像度への層切換えを実施し、ドリフトが除去された後
に、前記デコーダが、復号化高解像度ピクチャの表示に切り替わることができ、
　前記デコーダが最新の高解像度ピクチャのダウンサンプリングバージョンを低解像度復
号化ループのための基準ピクチャとして使用し、復号化低解像度ピクチャの復号化および
表示に進むことによって高解像度から低解像度に層切換えを実施し、前記イントラマクロ
ブロックが徐々に前記ドリフトを除去する請求項1に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記エンコーダが、フレームを符号化するためにH.264AVCまたはSVCを使用し、Recover
y Point SEIメッセージが、エラー発生後に回復が完了したときのフレーム番号と、前記
エンコーダとの合致が厳密か否かを示すのに使用される請求項32に記載のシステム。
【請求項３４】
　少なくとも1つのブリッジをさらに備え、前記ブリッジが前記送信側エンドポイントと
前記1つまたは複数の受信側エンドポイントに接続され、前記送信側エンドポイントと前
記1つまたは複数の受信側エンドポイントの間のメディア通信が前記少なくとも1つのブリ
ッジを介して行われるようになっており、ピクチャ符号化が、構造化イントラマクロブロ
ックコーディングを使用し、前記少なくとも1つのブリッジが、Rフレームのサイクルをキ
ャッシュし、それを、層切換えを実施し、または新しい参加者として前記セッションに進
入しているエンドポイントに送信し、その結果、リアルタイムよりも高速に前記LRピクチ
ャを復号化することができ、高速切換えが可能となる請求項1に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記少なくとも1つのブリッジが、パケットからインターコード化マクロブロックまた
はスライスを、層切換(レイヤスイッチング)を実行するか、または新しい参加者として前
記セッションに参加している前記エンドポイントに送信する前に除去する請求項34に記載
のシステム。
【請求項３６】
　前記エンコーダが、少なくとも2つの空間層を有する空間スケーラビリティを使用し、
受信側エンドポイントが、拡張層フレームの紛失後、または拡張層解像度への切換え時に
、アップサンプリングされた下層フレームを基準として使用するが、前記拡張層内に符号
化された利用可能な動きベクトル、モード、および予測エラーを適用することにより、前
記拡張層フレームに対する近似を復号化する請求項1に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記受信側エンドポイントが、単一復号化ループを操作し、前記アップサンプリングさ
れた下層フレームが、前記下層内で利用可能な前記イントラマクロブロックのみからなる
請求項36に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記受信側エンドポイントが追加の復号化ループを操作し、
　前記単一復号化ループが、ターゲット解像度フレームを復号化し、
　前記追加の復号化ループが、他の解像度の最低の時間層フレームのみを復号化し、
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　その結果、ある解像度から別の解像度への遷移を、最低の時間レベルフレームの時にエ
ラーなしで実施することができ、他の時に少ないエラーで実施することができる請求項36
に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記ブリッジまたは送信側エンドポイントが、表示すべきもの以外の前記スケーラビリ
ティ層の最低の時間層の前記フレームを送信し、それによって送信したデータのビットレ
ート変動が最小限に抑えられる請求項38に記載のシステム。
【請求項４０】
　2つ以上の時間層を提供する技法を使用してコーディングされた圧縮デジタルビデオを
復号化するシステムにおいて、圧縮ビデオフレームが、1つまたは複数のパケット内に構
築されるシステムであって、
　データ要素を含むパケットヘッダを含み、前記データ要素が、
　最低の時間レベルフレームについて、前記フレームを特定するシーケンス番号を示し、
　他の時間レベルフレームについて、復号化順で最新の、最低の時間レベルフレームのシ
ーケンス番号に対する基準を示し、
　その結果、受信側が、参照されるフレーム索引（インデックス）に対応するフレームが
前記受信側で利用可能かどうかを検査することにより、最低の時間レベルフレームの紛失
を検出することができるシステム。
【請求項４１】
　前記データ要素が、1組の拡張ビットと、設定されたときに、前記1組の拡張ビットの存
在を示すフラグとを含む請求項40に記載のシステム。
【請求項４２】
　前記最低の時間レベルフレームの紛失を検知すると、前記受信側が、前記紛失した最低
の時間レベルフレームのシーケンス番号を示す否定的応答を生成する請求項40に記載のシ
ステム。
【請求項４３】
　2つ以上の時間層を提供する技法を使用してコーディングされた圧縮デジタルビデオを
復号化するシステムにおいて、圧縮ビデオピクチャが1つまたは複数のパケットに構造化
され、RTPを使用してIPベースのネットワークを介して受信されるシステムであって、
　RTPヘッダ拡張を含み、前記RTPヘッダ拡張が、
　　各層に関連する系列番号と、
　　各最低の時間層ピクチャに関連するシーケンス番号と、
　　パケットが最低の層の時間ピクチャのピクチャまたはピクチャフラグメントを含むか
どうかを示すのに使用されるフラグと、を含み、
　前記シーケンス番号が、前記最低の時間層ピクチャを基準として使用する他のすべての
ピクチャで参照され、それによって、参照される系列番号およびシーケンス番号に対応す
るピクチャが前記システムで利用可能かどうかを検査することにより、最低の時間レベル
ピクチャの紛失を直ちに検出することが可能となるシステム。
【請求項４４】
　最低の時間層ピクチャの紛失の検出時に、RTCPフィードバックメッセージとしてフォー
マットされた否定応答メッセージを送信し、前記フィードバックメッセージが、前記紛失
ピクチャのシーケンス番号と、前記紛失ピクチャが属する系列番号と、前記シーケンス番
号によって示されるピクチャの後に続くピクチャも紛失したことを示すビットマスクとを
示し、それによって送信側システムが正しい処置を取ることができる請求項43に記載のシ
ステム。
【請求項４５】
　2つ以上の時間層を提供する技法を使用してコーディングされた圧縮デジタルビデオを
復号化するシステムにおいて、圧縮ビデオピクチャが、1つまたは複数のパケットに構造
化され、少なくとも最低の時間レベルピクチャのパケットを、エラーの場合、または復号
化の初期化時に、リアルタイムよりも高速に、所期の提示時間の後に、送信側から圧縮デ
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ジタルビデオストリームで受信することができるシステムであって、
　エラーの場合、または復号化の初期化時に、リアルタイムよりも高速に、受信したピク
チャを復号化し、かつ所期の提示時間の後に復号化された場合、受信したピクチャを表示
しないデコーダを備え、
　それによって前記デコーダが、受信した圧縮デジタルビデオストリームと同期すること
ができ、次いでそのような同期が達成された後、通常の復号化および提示を実施するシス
テム。
【請求項４６】
　通信ネットワークを介する送信側エンドポイントと1つまたは複数の受信側エンドポイ
ントとの間のメディア通信のための方法において、前記ネットワークが、各エンドポイン
トへの、または各エンドポイントからのより信頼性の高いメディア移送リンクを含む1つ
または複数の階層化メディア移送リンクを有し、前記エンドポイントが、
　送信されるメディアをいくつかの異なるフレームタイプを有するスレッド化コーディン
グ構造内のフレームとして符号化するエンコーダであって、前記フレームが基準フレーム
のシーケンスを含むエンコーダと、
　受信したメディアを、その中の基準フレームに基づいて復号化するデコーダと、を含み
、
　前記方法は、
　前記より信頼性の高い移送リンクを介する前記デコーダへの信頼性の高い移送のための
、タイプ(「R」)と指定されるスレッド化コーディング構造内のフレームの特定の選択サ
ブセットを指定する工程と、
　前記タイプRの前記フレームを前記デコーダに送信する工程と、を含み、
　前記タイプRの前記フレームの前記サブセットが、前記スレッド化コーディング構造内
の最低の時間層の少なくとも前記フレームを含むように特に選択され、それによって前記
デコーダが、パケット紛失またはエラーの後に、前記タイプRの確実に受信したフレーム
に基づいて、受信したメディアの少なくとも一部を復号化することができ、その後に、前
記エンコーダと同期される、方法。
【請求項４７】
　前記エンコーダ、前記デコーダ、および/または中間ネットワークサーバとの間の前記
より信頼性の高いメディア移送リンクの端部で前記タイプRフレームを処理することをさ
らに含む請求項46に記載の方法。
【請求項４８】
　単層、スケーラブルコーデック、およびサイマルキャストコーデックのうちの少なくと
も1つを使用する請求項46に記載の方法。
【請求項４９】
　H.264 AVCに準拠するコーデックを使用すること、
　前記より信頼性の高い移送リンクを介する前記デコーダへの信頼性の高い移送のための
前記タイプRの前記フレームの前記特定の選択サブセットを、長期基準ピクチャとしてマ
ークするフレームを含むこと、および
　前記デコーダを制御するためのMMCOコマンドを使用することにより、前記タイプRの確
実に受信された基準フレームに基づく受信されたメディアの少なくとも一部を復号化する
こと
　を含む請求項46に記載の方法。
【請求項５０】
　前記タイプRの前記基準フレームの信頼性の高い移送が、Acknowledgment(ACK)メッセー
ジおよび/またはNo Acknowledgment(NACK)メッセージのプロトコルに基づいて、前記より
信頼性の高い移送リンクを介して前記フレームを再送信することを含む請求項46に記載の
方法。
【請求項５１】
　前記より信頼性の高い移送リンクを介する前記デコーダへの信頼性の高い移送のための
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、タイプRと指定される前記フレームの前記特定の選択サブセットが、イントラマクロブ
ロックおよびインターマクロブロックを含む方法であって、
　パケット紛失、または新しいエンドポイントが現通信セッションに参加することに応答
して、将来のピクチャをコーディングする際のイントラマクロブロックの割振りを再計算
することを含む請求項46に記載の方法。
【請求項５２】
　ACKメッセージが、設定された時間枠内に受信されない場合、前記フレームが、前記よ
り信頼性の高い移送リンクを介して再送信される請求項50に記載の方法。
【請求項５３】
　NACKメッセージの受信時に、前記フレームが、前記より信頼性の高い移送リンクを介し
て再送信される請求項50に記載の方法。
【請求項５４】
　通信ネットワークを介する送信側エンドポイントと1つまたは複数の受信側エンドポイ
ントまたはブリッジとの間のメディア通信のための方法において、送信されるメディアが
、最低の時間層を含むいくつかの異なる層を有するスレッド化コーディング構造内のフレ
ームとして符号化され、
　前記方法は、データ要素を提供する工程を含み、
　前記データ要素が、
　　最低の時間レベルフレームについて、前記フレームを特定するシーケンス番号及び、
　　他の時間レベルフレームについて、復号化順で最新の、最低の時間レベルフレームの
シーケンス番号に対する基準を、示すものであり、
　その結果、受信側エンドポイントまたはサーバが、参照されるフレームシーケンス番号
に対応するフレームが前記受信側エンドポイントで利用可能かどうかを検査することによ
り、最低の時間レベルフレームが紛失したかどうかを検出することを可能にする方法。
【請求項５５】
　前記データ要素がさらに、各空間層または品質層に関連する系列番号を示し、
　前記受信側エンドポイントまたはブリッジが、参照される系列番号およびシーケンス番
号に対応するフレームが前記受信側エンドポイントまたはブリッジで受信されたかどうか
を判定することにより、特定の空間層または品質層の最低の時間レベルフレームが紛失し
たかどうかを検出する請求項54に記載の方法。
【請求項５６】
　前記ネットワーク内の受信側エンドポイントまたはブリッジが、前記受信側エンドポイ
ントまたはブリッジの、紛失Rフレームまたはフレームの部分の検出に応答して、フォー
マットされた否定応答メッセージを送信し、
　前記方法が、さらに、
　前記フィードバックメッセージ内に、前記紛失フレームのシーケンス番号と、前記シー
ケンス番号によって示されるピクチャの後に続くピクチャも紛失したことを示す情報とを
含める工程を含む請求項54に記載の方法。
【請求項５７】
　前記ネットワーク内の前記送信側エンドポイントまたはブリッジで、前記否定応答メッ
セージの受信時に、前記紛失フレームが最近のフレームによって置換されたかどうかをチ
ェックする工程と、
　それに応じて、置換されていない場合に前記紛失フレームを再送信し、または前記紛失
フレームが置換された場合に、置換された前記紛失フレームを含むフレームの範囲の指示
と共に、前記最近のフレームを再送信する工程と、
　をさらに含む請求項56に記載の方法。
【請求項５８】
　前記符号化がH.264 SVCに準拠し、前記データ要素が、SVC要素に関するNALユニットヘ
ッダ拡張で搬送される請求項54に記載の方法。
【請求項５９】
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　前記データ要素が、SVCに関するNALヘッダ拡張内に追加のバイトを含み、SVCに関するN
ALヘッダ拡張内のフラグが、前記追加のバイトの存在を知らせる請求項58に記載の方法。
【請求項６０】
　前記データ要素が、最低の品質層のピクチャで使用されない、SVCに関するNALヘッダ拡
張内にFGSコーディングに関するビットを含む請求項58に記載の方法。
【請求項６１】
　少なくとも1つのブリッジが、前記送信側エンドポイントと前記1つまたは複数の受信側
エンドポイントとに接続され、メディア通信が前記少なくとも1つのブリッジを介して発
生し、
　さらに、前記送信側エンドポイントから前記タイプRのフレームのサブセットを信頼性
高く受信し、前記1つまたは複数の受信側エンドポイントに前記タイプRのフレームのサブ
セットを配信する工程を含む請求項46に記載の方法。
【請求項６２】
　輻輳し、メディアパケットを常にドロップしているが、前記送信側エンドポイントに対
して前記タイプRの前記基準フレームの肯定応答受信をレポートする受信側エンドポイン
トまたは別のブリッジに対して、接続を介して前記タイプRの基準フレームを再送信する
工程をさらに含み、
　それによって他の受信側エンドポイントおよびブリッジに対する通信が、輻輳している
前記接続の影響を受けない請求項61に記載の方法。
【請求項６３】
　前記少なくとも1つのブリッジおよび/または送信側エンドポイントで、最低の時間層フ
レームのイントラフレームをキャッシュする工程と、
　パケット紛失に応答して、または新しい受信側エンドポイントが通信セッションに参加
することに応答して、前記イントラフレームを受信側エンドポイントまたは別のブリッジ
に送信する工程と、
　をさらに含む請求項61に記載の方法。
【請求項６４】
　前記送信側エンコーダで、周期的イントラマクロブロックを使用して、前記少なくとも
1つのブリッジによって送られたイントラピクチャが前記受信側エンドポイントで使用さ
れた後にドリフト除去を実施する工程をさらに含む請求項63に記載の方法。
【請求項６５】
　前記送信側エンドポイントおよび/または前記少なくとも1つのブリッジでキャッシュさ
れる切換えスライスピクチャ(SI)を生成する工程と、
　要求時、および/または受信側エンドポイントが通信セッションに新しく加入すること
に応答して、キャッシュされたSIピクチャを受信側エンドポイントおよび/または他のブ
リッジに送信する工程と、
　をさらに含む請求項63に記載の方法。
【請求項６６】
　前記少なくとも1つのブリッジですべての最低の時間層ピクチャを復号化し、その結果
をキャッシュする工程と、
　パケット紛失のために、または通信セッションに新しく加入しているために最新のキャ
ッシュ済みピクチャのイントラバージョンを要求する受信側エンドポイントおよび/また
は他のブリッジに、最新のキャッシュ済みピクチャのイントラバージョンを送信する工程
と、　をさらに含む請求項63に記載の方法。
【請求項６７】
　前記エンコーダで、他のピクチャで参照されないイントラピクチャを生成する工程と、
　前記少なくとも1つのブリッジ上にイントラピクチャをキャッシュする工程と、
　パケット紛失に応答して、および/または前記受信側エンドポイントが通信セッション
に新しく加入することに応答して、明示的な要求時にだけ、キャッシュされたイントラピ
クチャを受信側エンドポイントおよび/または他のブリッジに送信する工程と、
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　をさらに含む請求項63に記載の方法。
【請求項６８】
　前記エンコーダで、冗長イントラピクチャまたはスライスを生成する工程と、
　前記少なくとも1つのブリッジ上に前記冗長イントラピクチャまたはスライスをキャッ
シュする工程と、
　パケット紛失に応答して、および/または前記受信側エンドポイントが通信セッション
に新しく加入することに応答して、明示的な要求時にだけ、受信側エンドポイントおよび
/または他のブリッジに前記冗長イントラピクチャまたはスライスを送信する工程と、
　をさらに含む請求項63に記載の方法。
【請求項６９】
　NACKメッセージを使用して、パケットの受信の際の非受信またはエラーを示す工程と、
　パケット紛失の検出時に、中間ブリッジまたは受信側エンドポイントから上流側ブリッ
ジまたは前記送信側エンドポイントにNACKメッセージを直ちに送信する工程と、
　をさらに含む請求項61に記載の方法。
【請求項７０】
　ACKメッセージを使用してパケットの受信を示す工程と、
　中間ブリッジのすべての下流の受信側およびブリッジから肯定的ACKメッセージを受信
した後に、中間ブリッジから上流側ブリッジまたは前記送信側エンドポイントに単一の集
約ACKメッセージを送信する工程と、
　をさらに含む請求項61に記載の方法。
【請求項７１】
　ACKメッセージを使用してパケットの受信を示す工程と、
　中間ブリッジでの送信側からのエラーのないパケットの受信時に、下流の受信側および
/またはブリッジからの別のACKメッセージを待機することなく、前記中間ブリッジから肯
定的ACKメッセージを生成する工程と、
　をさらに含む請求項61に記載の方法。
【請求項７２】
　事前設定されたスケジュールに従って、送信のために前記タイプRのフレームを符号化
する工程をさらに含む請求項46に記載の方法。
【請求項７３】
　前記タイプRの特定の送信されたフレームを、すべての所期の受信側による前記特定の
フレームの受信を確認した後の将来の使用のための基準ピクチャとして指定する工程をさ
らに含む請求項46に記載の方法。
【請求項７４】
　何らか所期の受信側への前記特定のフレームの高信頼性送信の失敗時に、将来のための
候補基準ピクチャとしての前記タイプRの特定のフレームを放棄する工程をさらに含む請
求項73に記載の方法。
【請求項７５】
　前記タイプRの前記基準フレームの信頼性の高い移送が、前記より信頼性の高い移送リ
ンクを介する再送信を含み、
　さらに、エラーの後、または新しい参加者としての通信セッションへの進入時に、すべ
ての再送信された最低の時間層フレームを、現在表示するには受信が遅すぎる場合であっ
ても迅速に復号化する工程を含み、
　その結果、前記デコーダが前記エンコーダと同期される請求項46に記載の方法。
【請求項７６】
　前記スレッド化コーディング構造が、少なくとも高解像度層および低解像度層を含み、
前記エンコーダが、その両方の層で周期的イントラマクロブロックを伴う単一ループ空間
スケーラビリティコーディングを使用し、
　さらに、低解像度層データを復号化し、アップサンプリングして表示すると同時に、高
解像度層データを受信および復号化するが、ドリフトが除去されるまでは表示しないこと
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によって低解像度から高解像度への層切換えを実施し、ドリフトが除去された後に、前記
デコーダが、復号化高解像度ピクチャの表示に切り替わることを可能にする工程と、
　最新の高解像度ピクチャのダウンサンプリングバージョンを低解像度復号化ループのた
めの基準ピクチャとして使用し、復号化低解像度ピクチャの復号化および表示に進むこと
によって高解像度から低解像度に層切換えを実施し、前記イントラマクロブロックが徐々
に前記ドリフトを除去する工程と、
　を含む請求項46に記載の方法。
【請求項７７】
　前記符号化がH.264AVCまたはSVCに準拠する方法であって、Recovery Point SEIメッセ
ージを使用して、エラー発生後に回復が完了したときのフレーム番号と、前記エンコーダ
との合致が厳密か否かを示す工程をさらに含む請求項76に記載の方法。
【請求項７８】
　少なくとも1つのブリッジが、前記送信側エンドポイントと前記1つまたは複数の受信側
エンドポイントとの間の通信を仲介し、ピクチャ符号化が、構造化イントラマクロブロッ
クコーディングを使用し、
　さらに、前記少なくとも1つのブリッジでLRピクチャのサイクルをキャッシュする工程
と、　LRピクチャの前記サイクルを、層切換え中であり、または新しい参加者として前記
セッションに進入しているエンドポイントに送信し、その結果、リアルタイムよりも高速
に前記LRピクチャを復号化することができ、高速切換えが可能となる工程と、
　を含む請求項46に記載の方法。
【請求項７９】
　前記少なくとも1つのブリッジにおいて、パケットからインターコード化マクロブロッ
クまたはスライスを、前記セッションに加入しており、または層遷移を実施している前記
エンドポイントに送信する前に除去する請求項78に記載の方法。
【請求項８０】
　符号化が、少なくとも2つの空間層を有する空間スケーラビリティを使用し、
　さらに、受信側エンドポイントでの拡張層ピクチャの紛失後、または拡張層解像度への
切換え時に、アップサンプリングされた下層ピクチャを基準として使用するが、前記拡張
層内に符号化された利用可能な動きベクトル、モード、および予測エラーを適用すること
により、前記拡張層ピクチャを近似する工程をさらに含む請求項46に記載の方法。
【請求項８１】
　前記受信側エンドポイントが単一復号化ループを操作する方法であって、前記アップサ
ンプリングされた下層ピクチャが、前記下層内で利用可能な前記イントラマクロブロック
のみを使用する工程をさらに含む請求項80に記載の方法。
【請求項８２】
　前記受信側エンドポイントが追加の復号化ループを操作し、
　さらに、単一復号化ループを使用して、ターゲット解像度ピクチャを復号化する工程と
、
　前記追加の復号化ループを使用して、他の解像度の最低の時間層ピクチャのみを復号化
する工程と、含み、
　その結果、ある解像度から別の解像度への遷移を、最低の時間レベルピクチャの時にエ
ラーなしで実施することができ、他の時に少ないエラーで実施することを可能にする請求
項80に記載の方法。
【請求項８３】
　前記ブリッジまたは送信側エンドポイントから、表示すべきもの以外の前記スケーラビ
リティ層の最低の時間層の前記ピクチャを送信し、その結果、送信したデータのビットレ
ート変動が最小限に抑えられる工程をさらに含む請求項82に記載の方法。
【請求項８４】
　2つ以上の時間層を提供する技法を使用してコーディングされた圧縮デジタルビデオを
復号化する方法において、圧縮ビデオピクチャが、1つまたは複数のパケットに構造化さ
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れ、
　パケットヘッダでデータ要素を提供する工程を含み、
　前記データ要素は、最低の時間レベルピクチャについて、前記ピクチャを特定するシー
ケンス番号、及び、
　他の時間レベルピクチャについて、復号化順で最新の、最低の時間レベルピクチャのシ
ーケンス番号に対する基準を示すものであり、
　その結果、受信側が、参照されるピクチャフレーム索引に対応するピクチャが前記受信
側で利用可能かどうかを検査することにより、最低の時間レベルピクチャの紛失を検出す
ることを可能にする方法。
【請求項８５】
　前記データ要素が、1組の拡張ビットと、設定されたときに、前記1組の拡張ビットの存
在を示すフラグとを含む請求項84に記載の方法。
【請求項８６】
　2つ以上の時間層を提供する技法を使用してコーディングされた圧縮デジタルビデオを
復号化する方法において、圧縮ビデオピクチャが1つまたは複数のパケットに構造化され
、RTPを使用してIPベースのネットワークを介して受信され、
　RTPヘッダ拡張を提供する工程を含み、
　前記RTPヘッダ拡張が、
　　各層に関連する系列番号と、
　　各最低の時間層ピクチャに関連するシーケンス番号と、
　　パケットが最低の層の時間ピクチャのピクチャまたはピクチャフラグメントを含むか
どうかを示すのに使用されるフラグと、を含み、
　前記方法は、さらに、
　　前記シーケンス番号が、前記最低の時間層ピクチャを基準として使用する他のすべて
のピクチャで参照される工程と、
　受信されるピクチャ内のRTPヘッダ拡張を検査して、参照される系列番号およびシーケ
ンス番号に対応するピクチャの可用性を検証することであって、それによって最低の時間
レベルピクチャの紛失を検出することを可能にする工程と、
　を含む方法。
【請求項８７】
　最低の時間層ピクチャの紛失の検出時に、RTCPフィードバックメッセージとしてフォー
マットされた否定応答メッセージを送信し、前記フィードバックメッセージが、前記紛失
ピクチャのシーケンス番号と、前記紛失ピクチャが属する系列番号と、前記シーケンス番
号によって示されるピクチャの後に続くピクチャも紛失したことを示すビットマスクとを
示し、それによって送信側システムが正しい処置を取ることを可能にする工程をさらに含
む請求項86に記載の方法。
【請求項８８】
　2つ以上の時間層を提供する技法を使用してコーディングされた圧縮デジタルビデオを
復号化する方法において、圧縮ビデオピクチャが、1つまたは複数のパケットに構造化さ
れ、少なくとも最低の時間レベルピクチャのパケットを、エラーの場合、または復号化の
初期化時に、リアルタイムよりも高速に、所期の提示時間の後に、送信側から圧縮デジタ
ルビデオストリームで受信することができ、
　前記方法は、
　リアルタイムよりも高速に、エンドポイントで受信したピクチャを復号化し、かつ所期
の提示時間の後に復号化された場合、受信したピクチャを表示せず、それによって前記デ
コーダが、受信した圧縮デジタルビデオストリームと同期することを可能にする工程と、
　そのような同期が達成された後、通常の復号化および提示を実施する工程と、
　を含む方法。
【請求項８９】
　通信ネットワークを介する送信側エンドポイントと1つまたは複数の受信側エンドポイ
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ントとの間のメディア通信のためのコンピュータ可読媒体であって、
　前記ネットワークが、各エンドポイントへの、または各エンドポイントからのより信頼
性の高いメディア移送リンクを含む1つまたは複数の階層化メディア移送リンクを有し、
　前記エンドポイントが、
　　送信されるメディアをいくつかの異なるフレームタイプを有するスレッド化コーディ
ング構造内のフレームとして符号化するエンコーダであって、前記フレームが基準フレー
ムのシーケンスを含むエンコーダと、
　　受信したメディアを、その中の基準フレームに基づいて復号化するデコーダと、を含
み、
　前記コンピュータ可読媒体は、処理システムを、
　　前記より信頼性の高い移送リンクを介する前記デコーダへの信頼性の高い移送のため
の、タイプ(「R」)と指定されるスレッド化コーディング構造内のフレームの特定の選択
サブセットを指定し、
　　前記タイプRの前記フレームを前記デコーダに送信するように動作させる一連の指示
を有し、
　前記タイプRの前記フレームの前記サブセットが、前記スレッド化コーディング構造内
の最低の時間層の少なくとも前記フレームを含むように特に選択され、それによって前記
デコーダが、パケット紛失またはエラーの後に、前記タイプRの確実に受信したフレーム
に基づいて、受信したメディアの少なくとも一部を復号化することができ、その後に、前
記エンコーダと同期される、コンピュータ可読媒体。
【請求項９０】
　さらに、前記送信側エンドポイント及び前記1つまたは複数の受信側エンドポイントに
接続される少なくとも１つのブリッジを備え、
　前記送信側エンドポイントと前記1つまたは複数の受信側エンドポイントとの間のメデ
ィア通信は前記少なくとも1つのブリッジを介して行われ、
　前記少なくとも1つのブリッジは、前記送信側エンドポイントから前記タイプRのフレー
ムのサブセットを信頼性高く受信するように構成される請求項1に記載のシステム。
【請求項９１】
　前記少なくとも1つのブリッジは、さらに、紛失パケットを検出したときに、前記送信
側エンドポイントに紛失パケットの再送信を指示するために、前記送信側エンドポイント
にNACKメッセージを送信するように構成され、
　前記受信側エンドポイントは、さらに、紛失パケットを検出したときに、前記送信側エ
ンドポイントに紛失パケットの再送信を指示するために、前記送信側エンドポイントにNA
CKメッセージを送信するように構成される請求項90に記載のシステム。
【請求項９２】
　少なくとも1つのブリッジは、前記送信側エンドポイント及び前記1つまたは複数の受信
側エンドポイントに接続され、メディア通信が前記少なくとも1つのブリッジを介して行
われ、
　前記方法は、さらに、前記送信側エンドポイントから前記タイプRのフレームのサブセ
ットを信頼性高く受信する工程を含む請求項46に記載の方法。
【請求項９３】
　少なくとも1つのブリッジが、さらに、紛失パケットを検出したときに、前記送信側エ
ンドポイントに紛失パケットの再送信を指示するために、前記送信側エンドポイントにNA
CKメッセージを送信するように構成され、
　前記受信側エンドポイントが、さらに、紛失パケットを検出したときに、前記送信側エ
ンドポイントに紛失パケットの再送信を指示するために、前記送信側エンドポイントにNA
CKメッセージを送信するように構成される請求項90に記載のシステム。
【請求項９４】
　前記タイプRの基準フレームの信頼性高い通信は、肯定応答(ACK)メッセージ及び／また
は否定応答(NACK)メッセージのプロトコルに基づいて、前記より信頼性の高い通信リンク
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を介して前記フレームを再送信することを含む請求項89に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項９５】
　前記フレームは、NACKメッセージを受信すると、前記より信頼性の高い通信リンクを介
して再送信される請求項94に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項９６】
　通信ネットワークを介する送信側エンドポイントと1つまたは複数の受信側エンドポイ
ントとの間のメディア通信のためのコンピュータ可読媒体であって、
　送信されたメディアは、最低の時間層を含む複数の異なる層を有するスレッド化コーデ
ィング構造におけるフレームとして符号化され、
　前記コンピュータ可読媒体は、処理システムにデータ要素を提供するように指示するた
めの一連の命令を有し、
　前記データ要素が、
　　前記最低の時間レベルのフレームについては、前記フレームを特定するシーケンス番
号を示し、
　　他の時間レベルのフレームについては、デコード順において最新の最低の時間レベル
のフレームのシーケンス番号に対する基準を示し、
　受信側エンドポイントまたはサーバが、前記基準となるフレームシーケンス番号に対応
するフレームが前記受信エンドポイントにおいて得られるか否か検査することによって、
最低の時間レベルのフレームが紛失されたか否か検出することができるようになっている
コンピュータ可読媒体。
【請求項９７】
　ネットワークにおける受信側エンドポイントまたはサーバは、紛失したRフレームまた
はフレームの一部を前記受信側エンドポイントまたはブリッジが検出したことに応答して
、否定応答メッセージを送信し、
　前記一連の命令は、さらに、前記処理システムに、
　　前記紛失フレームのシーケンス番号と、前記シーケンス番号によって示されるピクチ
ャに続くピクチャ群の中でどのピクチャが紛失したかを示す情報を、前記フィードバック
メッセージに含ませるようにする請求項96に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項９８】
　前記一連の命令は、前記処理システムに、
　　前記否定応答メッセージを受信したら、ネットワークにおける前記送信側エンドポイ
ントまたは前記ブリッジにおいて、前記紛失フレームが最新フレームによって代替された
かチェックさせ、
　　その結果、代替されていなければ前記紛失フレームを再送信させ、代替された前記紛
失フレームを含むフレームの範囲の表示で前記紛失フレームが代替されている場合には、
前記最新フレームを再送信させる請求項97に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項９９】
　少なくとも1つのブリッジが、前記送信側エンドポイント及び前記1つまたは複数の受信
側エンドポイントに接続され、メディア通信が前記少なくとも1つのブリッジを介して行
われ、
　前記一連の命令が、さらに、前記処理システムに、
　　前記送信側エンドポイントから前記タイプRのフレームのサブセットを信頼性高く受
信し、前記1つまたは複数の受信側エンドポイントに前記タイプRのフレームのサブセット
を信頼性高く配信させる請求項89に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１００】
　前記スレッド化コーディング構造は、少なくとも高解像度層及び低解像度層を含み、前
記エンコーダは、両層において周期的イントラマクロブロックで単一ループの空間スケー
ラビリティを用いており、
　前記一連の命令は、さらに、前記処理システムに、
　　低解像度層のデータをデコードし、それをアップサンプルして表示し、一方、同時に
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高解像度層のデータを受信してデコードするが、ドリフトが取り除かれるまではそれを表
示せず、ドリフトが取り除かれた後、前記デコーダがデコードされた高解像度のピクチャ
を表示するように切り替えることができるようにすることにより、低解像度から高解像度
に層切り替え処理を行わせ、
　　ダウンサンプリングされたバージョンの最新高解像度ピクチャを低解像度デコードル
ープのための基準ピクチャとして用いることによって高解像度から低解像に層切り替え処
理を行わせ、
　　イントラマクロブロックが徐々に前記ドリフトを取り除く前記デコードされた低解像
度ピクチャのデコード及び表示を実行させる請求項89に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１０１】
　前記エンコードは、H.264AVCまたはSVCに準拠し、
　前記一連の命令は、さらに、前記処理システムに、エラー発生後に回復が完了したとき
のフレーム番号と、前記エンコーダとの合致が厳密か否かを示すために、Recovery Point
 SEIメッセージを使用させる請求項100に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１０２】
　前記エンコーダは、少なくとも２つの空間層を用いて空間スケーラビリティ符号化を行
い、
　前記一連の命令は、さらに、前記処理システムに、
　　エンハンスメント層ピクチャの紛失後または受信側エンドポイントにおいて前記変ハ
ンストメント層へ切り替えが起こった場合、アップサンプリングされた低層ピクチャを金
順として用いることによって前記エンハンスト層ピクチャを近似させるが、その際に前記
エンハンスメント層で符号化される、使用できる動きベクトル、モード及び予測誤差を適
用させる請求項89に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１０３】
　前記受信側エンドポイントは、単一デコーディングループを実行し、
　前記一連の命令は、さらに、前記処理システムに、前記アップサンプリングされた低層
ピクチャに対して、前記低層で使用できるイントラマクロブロックのみを使用させる請求
項102に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１０４】
　前記受信側エンドポイントは、追加のデコーディングループを実行し、
　前記一連の命令は、さらに、
　　前記単一のデコーディングループを用いて、対象の解像度ピクチャをデコードさせ、
　　前記追加のデコーディングルールを用いて、他の解像度の最低の時間層ピクチャのみ
をデコードさせ、1つの解像度から他の解像度への移行が、エラーのない前記最低の時間
レベルのピクチャの場合及びエラーが小さい他の場合に、実行可能になるようにする請求
項102に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１０５】
　2つ以上の時間層を提供する技術を用いて符号化された圧縮デジタルビデオをデコード
するためのコンピュータ可読媒体であって、
　圧縮ビデオピクチャは、1つまたは複数のパケットに構造化され、
　前記コンピュータ可読媒体は、一連の命令を有し、処理システムに、送信パケットヘッ
ダにデータ要素を提供するようにさせ、
　前記データ要素は、
　　最低の時間レベルのピクチャについては、当該ピクチャを特定するシーケンス番号を
示し、
　　他の時間レベルのピクチャについては、デコード順で最新の最低の時間レベルのピク
チャのシーケンス番号に対する基準を示し、
　受信側が、前記基準のピクチャフレーム索引（インデックス）に対応するピクチャが前
記受信側で使用可能か検査することによって、最低の時間レベルのピクチャの紛失を検出
することができるようにするコンピュータ可読媒体。



(16) JP 2009-518981 A5 2010.2.4

【請求項１０６】
　2つ以上の時間層を提供する技術を用いて符号化された圧縮デジタルビデオをデコード
するためのコンピュータ可読媒体であって、
　圧縮ビデオピクチャは、1つまたは複数のパケットに構造化され、RTPを用いたIPベース
のネットワークを介して受信され、
　前記コンピュータ可読媒体は、一連の命令を有し、処理システムに、
　　各層に関連するシリーズ番号と、
　　各最低の時間層のピクチャと関連付けられるシーケンス番号と、
　　パケットが前記最低の時間層のピクチャのピクチャまたはピクチャの一部を含むか否
かを示すために用いられるフラグと、
を含むRTPヘッダ拡張子を提供させ、前記シーケンス番号が前記最低の時間層のピクチャ
を基準として用いる全ての他のピクチャによって基準とされるようにし、
　　受信ピクチャにおける前記RTPヘッダ拡張子を検査し、前記基準とされたシリーズ番
号及びシーケンス番号に対応するピクチャの使用可能性を認証させ、最低の時間レベルの
ピクチャの紛失が検出可能なようにするコンピュータ可読媒体。
【請求項１０７】
　前記一連の命令は、さらに、前記処理システムに、
　　最低の時間層のピクチャの紛失を検出した場合にRTCPフィードバックメッセージとし
てフォーマットされた否定応答メッセージを送信させるようにし、
　前記フィードバックメッセージは、送信システムが訂正動作を実行できるように、
　　前記紛失したピクチャのシーケンス番号と、
　　前記紛失したピクチャが属するシリーズ番号と、
　前記シーケンス番号で示されるピクチャに続くピクチャ群のうちでどのピクチャがさら
に紛失しているかを示すビットマスクと、を示す請求項106に記載のコンピュータ可読媒
体。
【請求項１０８】
　2つ以上の時間層を提供する技術を用いて符号化された圧縮デジタルビデオをデコード
するためのコンピュータ可読媒体であって、
　圧縮ビデオピクチャは、1つまたは複数のパケットに構造化され、少なくとも最低の時
間レベルのピクチャのパケットが実時間より早くかつ意図された表示時刻の後に送信側か
らの圧縮デジタルビデオストリームにおいて受信され、
　エラーの場合、またはデコードを開始した場合に、処理システムに、
　実時間より早くエンドポイントにおいて受信されたピクチャをデコードさせ、意図され
た表示時刻の後にデコードされば場合には、前記ピクチャを表示することなく、前記でコ
ーダが受信圧縮デジタルビデオストリームと同期可能なようにさせ、
　前記同期が達成された後に、通常のデコードと表示を実行させるようにする、一連の命
令を有するコンピュータ可読媒体。
【請求項１０９】
　少なくとも1つのブリッジが前記送信側エンドポイント及び前記1つまたは複数の受信側
エンドポイントに接続され、メディア通信が前記少なくとも1つのブリッジを介して行わ
れるようになっており、
　前記一連の命令は、さらに、前記処理システムに、前記送信側エンドポイントから前記
タイプRのフレームのサブセットを信頼性高く受信するようにさせる請求項89に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
【請求項１１０】
　前記少なくとも1つのブリッジは、さらに、紛失パケットを検出したときに前記送信側
エンドポイントに前記紛失パケットを再送信させるために、前記送信側エンドポイントに
NACKメッセージを送信するように構成され、
　前記受信側エンドポイントは、さらに、紛失パケットを検出したときに前記送信側エン
ドポイントに前記紛失パケットを再送信させるために、前記送信側エンドポイントにNACK
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メッセージを送信するように構成される請求項109に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　引き続き図15を参照して、図12のピクチャコーディング構造が使用され(4つの時間層LR
およびL0～L2)、送信側および受信側がSVCSを介して通信すると仮定する。さらに、送信
側で時刻t0に送信されるLRピクチャが紛失し、その後に続くピクチャであるL0ピクチャが
首尾よくSVCSに送信されると仮定する。L0ピクチャの受信時に、SVCSは、参照されるLRピ
クチャが紛失したことを検出し、NACKを送信し、NACKは時刻tRで送信側で受信される。そ
の間に、送信側も時刻t2でL1フレームを送信している。時刻tRでのNACKの受信時に、送信
側は、最新のLRピクチャをSVCSに再送信する。送信側は、適切な時間間隔で元のピクチャ
ストリームを引き続き送信し、例えば時刻t3でL2ピクチャを送信し、時刻t4でL1ピクチャ
を送信する。SVCSは、必要なLRピクチャが失われたかどうかにかかわらず、送信側から首
尾よく受信したどんなピクチャも下流の受信側に直ちに転送することに留意されたい。受
信側へのすべてのそのような伝送が成功したと仮定すると、再送信されたLRピクチャが受
信側で受信されたとき、受信側は、以前の時刻t3およびt4で受信したL0およびL1ピクチャ
を復号化するのに必要なすべての情報を有することになる。こうしたピクチャを表示する
のは遅すぎる可能性があるが、受信側(例えば、ピクチャを復号化しているがそれを表示
していない「回復モード」において)は、時刻t5に到来するL2ピクチャの正しい復号化の
ために正しい基準ピクチャを有する目的で、こうしたピクチャを復号化することができる
。受信側が十分なCPUパワーを有する場合、この復号化は、リアルタイムよりも高速に実
施することができる。時刻t5で、受信側は、紛失による遅延を招くことなく、誤りのない
着信ビデオ信号の通常の復号化および表示を開始することができる。代わりに、受信側が
LR、L0、およびL1ピクチャをL2より前に表示することを選んだ場合、SVCSが紛失LRピクチ
ャを回復するのにかかる時間量だけ、通信セッションの通常の(損失のない)エンドツーエ
ンド遅延が増大することに留意されよう。この追加の遅延は、対話式通信では望ましくな
く、その除去が本発明の利点の1つである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７３】
　ビデオ通信システムに対するLRピクチャの使用とイントラマクロブロックの使用の間の
選択は、直面する特定のネットワーク条件、参加者数、およびいくつかの他の要素に依存
することがある。ビデオ通信システムの効率を最適化するために、復号化プロセスでこう
した技法のそれぞれの効果を一緒に考慮することが重要であることがある。理想的には、
エンコーダが、紛失パケットを含むデコーダの状態を完全に認識している場合、将来のフ
レームの品質を最大にすることが可能である。これは、厳重なフィードバックループがエ
ンコーダとすべてのデコーダとの間で維持される場合に達成することができる。このこと
がRRCモジュール630(図6)で表される。例えば個々のマクロブロック、スライス、ピクチ
ャ、または層全体から、すべてのレベルでフィードバックを提供することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１７４】
　参照ピクチャ選択(通常またはLR参照)および強制イントラマクロブロックコーディング
プロセスの統計と共に、モード選択、動きベクトル選択などに関してエンコーダの決定を
調整するようにRRCモジュール630を構成することができる。さらに、動き補償予測のため
に使用することのできるフレームの安全な部分と危険な部分に関する状態情報を維持する
ようにRRCモジュール630を構成することができる。こうした決定は、エンコーダと共同で
行われる。エンコーダにとって利用可能にされる詳細なフィードバックが多いほど、行う
ことのできる決定が良好となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７７】
　システム効率のために、RRC630で管理されるフィードバック情報は、特定のエンコーダ
に直接到達する必要はない。代替として、中間SVCSが、フィードバックメッセージをフィ
ルタリングし、マージされた結果をエンコーダに提示することができる。システム内の中
間ノードはまた、フィードバックメッセージに対して行動を起こすことができる。例えば
、NACKメッセージの場合を考える。NACKは、最も近い中間ノード(SVCS)からの再送信をト
リガすることができる。NACKは、ソースまでずっと伝播することができ、ソースでは、NA
CKはデコーダのステータスを追跡するのに使用される。この情報は、例えば、LRピクチャ
(または、適切に受信され、デコーダのバッファ内で現在利用可能であることをエンコー
ダが認識するピクチャ)を指し示すように基準ピクチャ索引をエンコーダに切り換えさせ
ることができる。NACK/ACKメッセージング概念により、直接的に、動き補償予測のために
使用するのに安全または危険であるピクチャおよびピクチャエリアの概念が得られ、それ
により、自然にLRフレームの概念が得られる。固定の周期的ピクチャコーディング構造を
有するLRフレームにより、NACKなしで済ますことが可能となり、同様に、厳重なNACK/ACK
フィードバックの使用により、LRピクチャの完全に動的な選択が可能となる。


	header
	written-amendment

